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第６章教育の質と改善 

６．１教育評価体制 

〔現況〕 

・本校は「ＫＴＣ教育評価委員会」を組織し、教育の自己点検評価を実施しています。当委員会は、

学園理事会の諮問機関である「十年委員会」の専門委員会に位置付けされており、校長が「十年委

員会」に出席し、当委員会の活動に基づいて本校の教育・研究の状況及び計画等を報告しています。 
・ＫＴＣ教育評価委員会は、学務会議メンバーを委員長して構成され、ＫＴＣ総合アンケート及びＫ

ＴＣ授業アンケートを実施し、評価し、その改善について検討を行う役割を担うと共に、ＦＤ活動

の企画と実施をしています。（資料６－１－①－１「教育運営と自己点検システム」）（資料６－１－

①－２「ＫＴＣ教育評価委員会議事目録」、資料６－１－①－３「平成２１年度第１回ＦＤ研修会」） 
・各教員は、年度末に１年間の教育・研究活動について自己点検評価し、その報告書資料６－１－①

－４）「教育改善への取組と今年度の目標」を校長に提出しています。校長は、報告書を受けて個別

面談を行い、各教員の活動状況全般を確認すると共に、次年度の改善目標について合意形成を図り、

高専の教育実践目標の具現化を推進しています。 

・校長に提出された「教育改善への取組と今年度の目標」は製本され全教員に配布されています。 

・平成16年から教育の実態を示すデータとして、各教員に教材や試験問題等授業の実態を証明する資

料の保存を義務付けました。 

・教育に関する点検評価結果は評価報告書に記載することにしています。 

 

（資料６－１－①－１） 

「教育運営と自己点検システム」 
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（資料６－１－①－２） 
「ＫＴＣ教育評価委員会議事目録」 
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（資料６－１－①―３） 
「平成２１年度第１回ＦＤ研修会」 

（出典：「専」Ｎｏ７８，2009.10）



 

 - 138 -

（資料６－１－①－４） 
「教育改善への取組と今年度の目標」 

 
（出典 「平成21年度 教育改善への取組と今年度の目標」P.96） 
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「教育改善への取組と今年度の目標」 

 

 

（出典 「平成17年度 教育改善への取組と今年度の目標」P.97 ） 
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〔評価〕 

・「ＫＴＣ教育評価委員会」は、本校の各部門の責任教員によって構成され、評価と改善が一体的に行

われる体制が構築されています。また、ＫＴＣ教育評価委員会は、学園の十年委員会の専門委員会

としての役割を担っており、第三者による評価を行う機能を持っています。 

・本校が準備した統一ファイルに各科目担当者は授業の試験問題等を適切に保存しています。 

・教育に関する点検評価結果は評価報告書に記載することにしています。（資料６－１－①－５）「教

育に関する自己評価書の該当部分の例」 

〔改善点〕 

  ありません。 
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（資料６－１－①－５） 
「教育に関する自己評価書の該当部分の例」 

一般科目 教授 壽寺 廣（Ｐ１６）

機械工学科 講師 アナスタシア・ライニアソン（Ｐ.89）

グローバル情報工学科   教授  今澤 明男（Ｐ97）

（出典：「平成２１年度教育改善への取り組みと今年度の目標」）
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６．２自己点検・評価 

〔現況〕 

・平成15年度に実施したＫＴＣ総合アンケート以来、５年サイクルで学外関係者の意見聴取を行って

います。（資料６－２－①－１「企業調査のまとめ」）本校教職員については、毎年総合アンケート

（資料６－２－①－２「企業からの評価に関して」）及び教育に関する報告書などにより意見を聴取

しています。また、ＦＤ研修会では意見交換の場を設けることによって、忌憚の無い意見交換がで

きるようにしています。 

・本校教員が毎年就職先・インターンシップ先企業を訪問して、直接企業の担当者や卒業生から意見

をいただくことにしています。 

・平成１９年度以降に地域連携教育活動を通じて在校する企業関係者、及び文部科学省ＧＰ関連教育

で連携する企業関係者からの意見聴取を行うことにしています。 

・アンケート結果や聴取した意見は、学務会議に報告されます。学務会議に報告された内容は本校の

「建学の綱領」（資料６－２－①－３）及び「教育原理の焦点」（資料６－２－①－４）を基本に検

討し、教育に反映しています。 

〔評価〕 

・ＫＴＣ総合アンケートを毎年企業担当者や卒業生に行うことは、費用の面や調査対象の方々の負担

を考えると無理があると判断し、５年サイクルでの実施としたものです。 

・毎年行っている教員の就職先・インターンシップ先企業への訪問は、企業担当者との円滑な人間関

係の中で適切に意見を聞かせていただけていると考えています。 

・アンケートや訪問による意見の内容は学務会議に報告され、本校の教育に対する評価として、教育

改善の検討に反映されていると考えています。 

（資料６－２－①－１）「企業調査のまとめ」 

 

（出典 「平成21年度 KTC総合アンケート調査結果」P.77） 
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（資料６－２－①－２） 

「企業からの評価に関して」 

 

（出典：「ＫＴＣ総合アンケート調査結果報告書」2010Ｐ.74） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料６－２－①－３） 
「建学の綱領」 
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・本校の「ＫＴＣ教育評価委員会」は、学園理事会の諮問機関である「十年委員会」に直結しており、

学園全体による組織的対応の必要な事項に関して、学園理事会の指導のもとすみやかに対応される

仕組みとなっています。また、本校自らの改善努力に関しては「十年委員会」への報告の中で､常に

外部の視点に基づく問題意識を持つことが求められ、ＫＴＣ教育評価委員会の構成教員により計画

的かつ組織的な改善が促されていると考えています。 

・授業アンケートや総合アンケートの結果等に基づく改善は、学生満足度の向上を目的とした授業改

善の取り組みを最優先しております。 

・アンケートの分析の中で、高学年の学生の満足度が低いと認識しています。その原因の一つに学生

自身の修学に対する目標が、本校に入学できたことへの安心感から希薄になってしまったことがあ

ると考えています。そのため平成１７年度から１年生を対象にキャリアデザイン教育の導入を図る

ことにしました。平成２１年度には、文部科学省ＧＰ「共同と共創によるキャリアデザイン」教育

を開始し、各学年に応じたキャリアデザインノートを作成し配布しています。 

・学生の意欲の触発は重要な課題です。在学中の５年間を漫然と過ごすのではなく、１日１日を大切

にしていく目的で、全学生を対象に実施することにしました。「１日一感動」運動を平成１７年から、

また、平成１８年度からはこれに代え「月の言葉」の掲載を行っています。現在「１日一感動」運

動については生涯教育の観点から「自己開発センター」の移管しています。 

・平成２１年度には、電気情報工学科を電気電子工学科に、国際コミュニケーション情報工学科をグ

ローバル情報工学科に名称変更しました。ＩＴ技術の汎用傾向化に伴う表現修正及び学生募集の均

等化をねらいにしています。同様に、技術のグローバル化に対応するための改善意見を参考にして、 

（資料６－２－①－４） 
「教育原理の焦点」 

 
（出典：「金沢工業高等専門学校規則類集」P.1）
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 ＣＬＥ２教育プログラムを推進しています。 

・本校独自の考え方や有識者の提言の他、本校では毎年海外教育事情調査を行ってきました。その結

果を踏まえ、「エンジニアリングデザイン教育プログラム」、「外国人教員の専門工学科への配置」、

「外国人教員の募集要領の具体化」、「海外インターンシップの導入」、「ＣＤＩＯ教育思想の普及」、

「デザインシンキング教育の導入決定」などの諸施策を行っています。 

・「ＫＴＣ教育評価委員会」での本校教育の報告が「十年委員会」になされる中で、「情報教育」およ

び「英語教育」の重要性とその向上について、さらなる努力が促されてきました。本校は、十年委

員会の意見を踏まえ、特色の充実と強化を図るため、学園理事会の協力を得て「国際コミュニケー

ション情報工学科」の設置に至りました。平成２１年にはこれをグローバル情報工学科と名称変更

しました。その効果は徐々に上がっていると認識しています。 

・授業アンケートや総合アンケートの結果に基づく改善は、その成果が得られるには時間がかかると

思いますが、教室における授業改善の取り組みが着実に行われていると認識しています。 

・平成２１年から実施しているキャリアデザイン教育や、「１日一感動」運動の結果及び月の言葉によ

る働きかけの展開が、学生の意欲の触発に繋がるよう努力してまいります。 

・海外教育事情調査の結果を教育施策に導入しています。エンジニアリングデザイン、ＣＤＩＯ及び 

 デザインシンキングの教育技法の採用は、その成果です。 

〔改善点〕 

 ありません。 

 

６．３教員の教育改善活動  

〔現況〕 

・校長は毎年実施している教員との面談において、各教員から提出される「教育改善への取組と今年

度の目標」、「授業アンケートの結果」「シラバス」について必要な改善点の指摘を行っています。 

・教育の実施に関する教員の自己点検評価結果は年度末に校長に提出され、翌年殿教育計画立案に反

映できるようにしています。 

・校長・学科長や各教科の主任は、部会等が企画する「個別見せ合い授業」とは別に不定期に所属等

教員の授業を参観し、自身の授業を所属教員に参観させるなど「見せ合い授業」の取り組みを行っ

てきました。平成１８年度からは、形式に陥りやすいとの意見を踏まえ、見せ合い授業については

気心のあった部会単位にゆだねることにしました。一方校長は授業視察を頻繁に行って、教員の教

育法を指導することとしました。 

・一般教科においては、数学と専門教育との連携の重要性を認識し、専門科目に関連する数学教育項   

目の教育法について、各学科と協議を繰り返してきております。 

・英語教科においては、週に一度、英語教員が集まり授業内で実施した指導技術、活動、教材そして

小テストに対する学生の反応や結果等について検討し、その内容やレベルについて意見を出し合い

学生のニーズを満たし、満足度を高める授業を追求しています。また、日本人教員の授業で学習し

た文法や語彙がネイティブ教員のコミュニケーシヨン重視の授業で活かされるよう、両者の間で授

業の進度や連携を常に確認しています。 

・電気情報工学科においては、学科改組に伴う教育実績を参考に、創造実験の段階的構築内容に対す

る必要な細部科目や教育手法、創造実験指導書の構成と将来の方向（進路指導を含む）について協

議し、教育改善を図り、ＰＢＬ方式の教育を推進しています。 
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・機械工学科においては、主として、創造実験教育について教員が集まり、教育改善について検討し

ています。機械工学科創造実験(モノづくり)担当教員が提供する技術的課題、技術教育事例や失敗

事例について意見を交換し、指導上の留意点やノウハウを共用することによって、モノづくり授業

運営を図っています。平成16年度から採用したポートフォリオ方式のロボット製作指導法は、この

ような討議から得られたヒントにより実施しているものです。平成１９年度には、これらの成果を

総括し文部科学省教育ＧＰ「１６歳からする工場長育成プログラムの開発」を獲得しました。本プ

ログラムは本格的なエンジニアリングデザイン・マネジメントの手法に関するものです。 

・国際コミュニケーション情報工学科並びにグローバル情報工学科においては、学科教育の進展に伴

って得られた教育実績及び企業における業務運営を参考に学科目標や科目内容に応ずる教育手法や

重点項目、学生が具備すべきスキルレベルの整合性ある運用などについて協議し進めています。 

・平成２１年度からは、英語科と各専門学科が協議しＣＬＥ２（Coraborativ Learning with English   

 And Engineering）を開始しました。 

・年度末には、教育成果報告会を開催すると共に、「教育成果報告書」並びに創造技術教育研究所の活

動を通じ「創造技術教育」を出版公表し、成果の相互活用の推進及び外部からの評価を受け易くし

ています。 

・平成２０年度以降教員が教育関係学会への参加や、科学研究費（「技術教育」分野）及びＳＰＰ申請

を奨励し、教育改善意欲の高揚に努めています。 

・改善努力の特に際立った教員については、学園理事長賞を上申しその成果をたたえると共に、広く

広報しています。 

・本校では定期的に外国教育事情調査・視察を行い、新しい教育に遅れないよう努力をしています。

（資料６－３－①－１「外国教育事情調査状況」） 

〔評価〕 

・校長は面談を通じて各教員の教育改善活動の状況を把握しています。 

・毎年校長に提出されている「教育改善への取組と今年度の目標」は全教員に公開され、各教員の教

育改善に活かされていると認識しています。 

・授業アンケート結果も全教員に公開されており、各教員の教育改善に生かされていると認識してい

ます。 

・教育の評価改善について最も大切なことは当事者である教員自身の気付きにあると考えています。

校長や各責任教員との取り組み、あるいはアンケート活動やＦＤ活動の中で気付きが生まれ、各教

員が教育向上の目標を設定し、努力する仕組みができていると考えています。 

〔改善点〕 

ありません。 
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６．４教育研究活動 

〔現況〕 

・教員の研究については、教員が独自に行う研究ではなく、学生や企業が参加できることが重要であ

るとの考え方から、校長は常に学生や企業の参加による研究活動の推進を強く求めています。また、

本校の創造技術教育研究所は、ものづくり教育を研究する視点で研究活動を推進しており、研究成

果が直接的に教育や授業の創意工夫に直結する仕組みを作っています。（資料６－４－①－１「創造

技術教育（学習内容に関する自己点検・評価方法の開発）」） 

〔評価〕 

・教員の研究については、学園が運営する研究支援機構が支援しています。文部科学省の科学研究費

補助金の採択件数が少数に留まっていることから、今後、さらなる努力が必要であると認識してい

ます。一方、本校が推進している「教育を研究する」「学生と共にモノ作りをする」等の、学生に視

点を当てた研究活動は、本校教育の改善及び活性化に繋がるものとしてその成果を「創造技術教育」

や教育成果発表会(講演論文集) (資料６－４－①－２「教育成果発表会発表論文数」)としてまとめ、

教員間のＦＤ活動に活かしています。 

〔改善点〕 

 ありません。 

 

（資料６－３－①－１） 
「外国教育事情調査状況」 
年月 調査先国（機関） 参加者数 調査目的 備考 
18.12 米国（オーリン大 

陸士校、ＷＦＤ） 
８名 エンジニアリングデザイン 

ものづくり 
 

19.9 シンガポール 
（ＳＰ） 

３名 エンジニアリングデザイン 
ＣＤＩＯ 

 

20.5 ニュージランド 
（オタゴＰ） 

４名 ＣＬＥ２ 
留学交流、遠隔授業 

 

21.９ 米国（セントマイ

ケルズ大、ＲＩ

Ｔ） 

３名 ＣＬＥ２、教員養成  

22.5 シンガポール 
（ＳＰ、Ｎ.Ｕ） 

３名 デザインシンキング 
ＣＤＩＯ、遠隔授業 

 

22.9 シンガポール 
（ＳＰ、Ｎ.Ｕ） 

２名 デザインシンキング 
ＣＤＩＯ 
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（資料６－４－①－１） 

「創造技術教育（学習内容に関する自己点検・評価方法の開発）」 

 

 

 

（出典 「創造技術教育」第９巻 第１号2009年6月 P.57） 
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(資料６－４－①－２) 

「教育成果発表会発表論文集」 

 

 

      （出典：「平成２１年度教育成果発表会発表論文集」P.44） 
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６．５ＦＤ活動 

〔現況〕 

・本校では、毎年３月に「教育成果発表会」（資料６－５－①－１「教育成果発表会実施風景」）、７月

に「前期ＦＤ研修会（合宿形式）」（資料６－５－①－２「金沢高専前期ＦＤ研修会」）及び１２月に

「後期ＦＤ研修会」を開催しています。成果発表会では教育方法や授業改善の事例発表を通じて教

員相互の研修を、前後期の２回のＦＤ研修会では、統一テーマに関する部外有識者の講演会及び教

育課題解決のための研究検討を行っています。また、学園が毎年開催する「FD研修会」に、本校の

教員も参加し、授業におけるプレゼンテーション方法等について勉強する機会を得ています。新着

任教員や勤務期間の浅い教員に対しては、「教師学」の講座を開設しています。 

・平成１６年度から２年間に渡り、全教員が参加する「見せ合い授業」を実施しました。その結果、

授業や教室運営のあり方について、教員相互が連携し、ある程度改善に取り組む仕組みになりまし

たが、形式的な面に陥る弊害がありました。ＦＤ研修会で検討した結果、欧米で行われている気心

が通じ仲間の間で行う見せ合い授業形式をおこない忌憚の無い討論が実施できる体制にしました。

全校的には見せ合い授業の変わりにＦＤ研修会の回数を２回とすることで、教育に関する意思疎通

を図っています。 

・文部科学省の委託授業の実施は、ＦＤ活動の１つの場面と認識しています。異なる学科の教員が教

育協力することで効果があると考えます。とりわけ平成２１年度から開始した「ＣＬＥ２」、「キャ

リアデザイン」については、教員の協働が効果を上げていると考えます。 

・本校には１３名のネイティブ教員が在籍しています。日本語会話能力が十分でない教員はＦＤ研修

会とは別に研修会を開催し、日本人教員と共通する課題及びネイティブ教員から見た本校教育の要

改善点等について討議させ、英語教科主任が別の機会に解説することとしています。 

・「教育成果発表会」や「ＦＤ研修会」は、全教職員が参加する本校の最重要行事に位置付けされてお

り、そこで行われる討議は、教育現場における教員相互の連帯を高める効果がもたらされていると

考えています。また、学園が実施するＦＤ研修会には、本校の全教員が一度は参加しており、自ら

の授業方法に役立てています。 

・教育成果発表会で報告され、討議された内容は、その後も報告者や意見発表者に対して問い合わせ 

や個別指導の申し出がなされています。発表会を基点とする、こうした日常的な教育改善活動によ 

って、個々の教員の優れた教育実践例のノウハウが共有されているものと認識しています。また、 

多年にわたり継続して行われている学園のFD研修会は、授業の創意工夫を図るものとして定着して 

います。（資料６－５－①－３「金沢工大学園ＦＤ研修会」） 

〔評価〕 

・校長は、毎年全教員に「教育の抱負及び実施に関する報告書（自己点検自己評価書）」の提出を求め、

点検の上、全教員との面談を実施しています。その際、校長は、模範となる取り組みの詳細を教育

成果発表会での発表に繋げています。教育成果発表会では、各教員の教育手法等の取り組みや授業

の改善について協議され、教員間の連携が強固になることで組織的な教育の質の向上に繋がってい

ると考えています。 

・英語教科を担当する教員が集まり、英語科としての教員用便覧｢英語科ガイドラインズ｣を作成して

います。これは、教育成果発表会での発表資料を基礎に、学生に英語教科の授業を教える際の基準

となるティーチングガイドとして、英語科の教育目標や学生への指導上の留意点、授業運営技術な

どをまとめたものです。 
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〔改善点〕 

ありません。 

 

（資料６－５－①－１） 
「教育成果発表会 実施風景」 

 

              （出典：「旦月会報」平成２２年５月号P.42） 
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（資料６－５－①－２） 
「金沢高専前期ＦＤ研修会」 

 

 

（出典：「旦月会報」平成２２年８月 P.23）
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（資料６－５－①－３） 

「金沢工大学園ＦＤ研修会」 

 

（出典：「旦月会報」2010.5Ｐ56） 
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６．６教職員教育・研修等 

〔現況〕 

・ 本校の教育支援者は、業務効率化の観点から金沢工業大学との統合業務にかかわる学園本部関係

者及び本校事務局員の２区分から構成されています。統合業務ではいわゆる管理要員、ＬＣ（図

書館）要員、夢考房要員などです。高専業務専任として、事務局要員（事務局長、参事、事務局

員）及び教育補助者（ＳＡ，ＴＡ）が居ます。 

・ 本校のような小規模校では、多くの支援要員を採用することは困難なため、教員も学生指導の面

から教育支援業務の一部を分担しています。 

・ 学園の業務運営は、理事―教職員―学生が三位一体となって教育を推進する「工学アカデミア」

理念に基づいており、特別個人に関するような専門技術レベルの維持施策以外には一体となって

実施されています。これにより価値の共有化を推進しています。 

・ 教職員については、「初任教育」、「穴水湾自然学園研修」、「特別講演」、「安全研修」、「衛生研修」 

「安全教育」、「防災・防火・非難訓練」、「施設利用講座」、「ＩＴ講座」をはじめ、全教職員が一

堂に会して行う「年頭の辞（所信表明）」、「創立記念行事（所信表明を含む）」、「プレゼンテーシ

ョン研修」、「企業研修」、ＬＣが収集した教育関係資料の公開（資料６－６－①－１「ＬＣ収集資

料の教育利用」（大学と著作権））（資料６－６－①－２「職員ビジネスマナー講習会」）等があり

ます。 

・ 本校が加入する教育関係協会等が実施する講習会や研修会には関係者が努めて参加して、最新の

教育情報の聴取及び教育施策への取り込みに努めています。（資料６－６－①－３ 「教育補助者

の研修会参加件数」） 

・ 本校独自では、「教師学」、「親業」、「ＦＤ研修」があります。また、学生の企業研修に併せ一般教

科やネイティブ教員も同行参加し、ものづくりの現状などを研修しています。（資料６－６－①－

４「一般教科教員の企業研修参加数」） 

・ 本校に関係する夢考房等の技術職員には、関係する高専の教育及び技術研修等に案内し出席・研

修を依頼しています。（資料６－６－①－５「夢考房関係者の安全講習」）（資料６－６－①－６「デ

ザインシンキングＣＤＩＯ講演会に出席した夢考房関係者」） 

・ 本校が実施している海外教育事情調査も、教職員の能力向上につながる研修に相当しています。 
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（資料６－６－①－１） 
「ＬＣ収集資料の教育利用」（大学と著作権） 
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（資料６－６－①－２） 
「職員ビジネスマナー講習会」 

 
              （出典：「旦月会報」平成２２年８月,P.27）
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（資料６－６－①－３） 
「教育補助者の研修会参加件数」 

平成年度 研修実施等件数 外部研修等研修 備考

17
電気取扱業務特別講習（平成17年3月）：1
フォークリフト技能講習（平成18年2月）：1

18 SD研修会：1回
普通救命講習Ⅱ　（平成18年8月2日）：15
アーク溶接特別講習（平成19年2月）：2
フォークリフト技能講習（平成18年8月）：1

19 SD研修会：1回
宇宙教育リーダー講習　(平成20年3月8日)：6
防火管理講習（平成19年6月）：1

20 SD研修会：1回

研削といしの取替え等の業務特別講習　(平成20年6月20日)：2
有機溶剤取扱主任資格：2
マシニングセンタ標準コース講習会（平成21年3月）：1
宇宙教育リーダー講習　(平成21年)：1

21
業務検討会：6回
SD研修会：1回

中型自動車免許：1
クレーム対応講習：1

22 クレーム対応講習：1  

（資料６－６－①－４） 
「一般教科教員の企業研修参加者数」 

　　年　　月　　日 クラス 研修（見学）場所 一般科目教員数 専門科目教員数
Ｄ１ 北陸電力手取川水力発電所 2名 2名
Ｃ１ 　　同上 　 １名
Ｍ１ 中村留精密工業と金沢村田 １名 １名
Ｄ２ 航空自衛隊小松基地 2名 １名
Ｃ２ 　同上 2名 １名
Ｍ２ 渋谷工業 １名 １名
Ｄ１ 北陸電力手取川水力発電所 １名 １名
Ｃ１ ㈱ナナオ １名 １名
Ｍ１ 中村留精密工業  3名
Ｄ２ 航空自衛隊小松基地 2名  
Ｃ２   同上 １名 １名
Ｍ２ 渋谷工業 １名 2名
Ｔ１ 北陸電力手取川水力発電所 １名 １名
Ｍ１ 中村留精密工業 １名 １名
Ｇ１ ㈱ナナオ １名 １名
Ｄ２ 航空自衛隊小松基地 １名 ３名
Ｍ２ 渋谷工業 　 ２名
Ｇ２ 高桑美術印刷 １名 １名
Ｄ３ パナソニック電工（彦根） １名 １名
Ｍ３ アサヒ飲料北陸とＹＫＫ黒部 　 ２名
Ｃ３ ＮＨＫ金沢とＮＴＴドコモ北陸 　 ２名
Ｍ４ ダイキン工業滋賀 　 ２名
Ｔ１ 石川県庁と石川エコハウス １名 １名
Ｍ１ トヨタ自動車元町工場 １名 １名
Ｇ１ ＹＫＫ黒部 １名 １名
Ｄ２ 北陸電力手取川水力発電所 １名 １名
Ｍ２ トヨタ自動車元町工場 １名 １名

Ｇ２
金沢工業大学八束穂
キャンパス研究所

１名 １名

Ｄ４ 別川製作所と金沢工業大学 　 ２名

Ｃ４
富士通ＩＴプロダクツと
参天製薬能登工場

　 ２名

Ｍ４ スギノマシーン 　 ２名

平成２２年７月１３日（火）　

平成２２年９月３０日（木）

平成19年６月２０日（木）

平成２０年６月１９日（木）

平成２１年７月９日（木）
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（資料６－６－①－５） 
「夢考房関係者の安全講習」 

 
           （出典：「旦月会報」平成２２年８月 P.28）
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（資料６－６－①－６） 
「デザインシンキング、ＣＤＩＯ講演会に出席した夢考房関係者」 

 
 
 

 

 
平成２２年１０月

夢考房関係者 
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〔評価〕 

・校長は、「工学アカデミア計画」を推進するため教職員の研修を奨励し、教員には学会参加等を含め

「研修計画」を立てこれを実行するための措置を講じています。（資料６－６－①－７「教員学会参

加計画」）これにより教員は専門や教育等に関する所期の研修をすることが出来ます。 

・学園及び高専が実施する共通の課題に対する研修については、原則として全員参加としています。

（資料６－６－①－８「学園安全講習会（防災訓練）」） 

・初任職員の穴水学苑研修は、教職員の必修研修としており（資料６－６－①－９「初任者対象穴水

学苑研修」）、学園及び本校の三位一体の教育の実現の基盤（資料６－６－①－１０「ＫＩＴ総合ア

ンケート報告書」（ＫＩＴアイディアルに関して））となっていると認識しています。教職員はこの

研修で得た知識と能力をその後の学生の研修指導につなげています。（資料６－６－①－１１「穴水

研修における高専教員の指導」） 

・教職員の研修参加の結果を活用し平成１９年度及び２０年度に文部科学省委託事業を合計３件獲得

し、本校の教育改革に活用しています。（資料６－６－①－１２「金沢高専における教育ＧＰ等取得

状況」） 

・夢考房関係技術職員の研修により、夢考房業務が改善されています。（資料６－６－①－１３「夢考

房職員研修」） 

・本校が毎年実施している「教育成果発表会」「前・後期ＦＤ研修会」は、本校の教育・研究の情報共

有の場として、さらには、改善のための討議の場として機能しています。 

・校長が毎年実施する教員との個別面談が「教育成果発表会」の重要性を教員に徹底する効果をもた

らしています。 

・校長の授業視察は教員の教育能力向上に効果があると認識しています。 

〔改善点〕 

・平成１７年度以降のＫＴＣ授業アンケートやＫＴＣ総合アンケートの結果として、学生の満足度を

尺度と見ると改善の傾向が現れ始めていると認識しています。（資料６－６－①－１４「平成２１年

度ＫＴＣ総合アンケート調査結果」（学生の満足度））併し、建学綱領の実現を進めるために引き続

いて改善への継続した取り組みが必要であると認識しています。 

〔自己評価のまとめ〕 

各教員から教育の抱負及び実施に関する報告書が提出され、それに基づく校長の評価が行われてい

るほか、校長と教員の面談、各教員の次年度の計画立案に関する教育改善への取り組みと今年度の目

標の作成など、教育実践目標を念頭に置きつつ、教育の状況について評価を適切に実施できる体制が

整備され、機能しているとともに、これらの結果を各教員の次年度の計画立案に結び付けるなど、教

育の質の向上、改善に結び付けるシステムとなっており、継続的な方策が講じられています。さらに

は、平成15年度からは、ＫＴＣ教育評価委員会によりＫＴＣ総合アンケート及び授業アンケートが実

施され、学生、教職員、卒業生等の意見集約を行っており、その結果についての報告書が発行されて

いますが、これらの結果が具体的な教育への改善に反映され成果が出始めていると認識しています。

このほか、本校は「ハンズオン教育」に力を入れ、これを研究する視点で研究活動が推進されており、

教員の研究成果が教育へ還元されている例が創造技術教育として取りまとめられているなど、研究活

動が教育の質の改善に寄与していると考えています。 

ファカルティ・ディベロップメントについては、教育方法や授業改善の事例発表を行う教育成果発

表会を毎年実施しているほか、毎年２回の全教員参加のＦＤ研修会の重要性が認識されたと考えてい
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ます。また、学園主催のＦＤ研修会に教員が参加し、授業におけるプレゼンテーション方法等を学ぶ

機会を持つなど、組織として実施されています。なお、教育成果発表会及びＦＤ研修会は、単なる事

例発表の場にとどまらず、教育・研究の情報共有の場並びに融和団結の場として、さらには、授業改

善のための検討の場として機能しており、教員個々人の取り組みは報告集（教育改善への取組と今年

度の目標）としてまとめられるなど、教育の質の向上や授業の改善に結び付いていると考えています。 

本校のＦＤ活動の成果については学会においても発表し、第３者の評価を受けることにしています

（資料６－６－①－１５「ＦＤ活動結果の学会発表」） 

以上のとおり、教育の状況に関する点検・評価及びその結果に基づく改善の状況、及び教員の資質

の向上を図るための取り組みの状況を総合的に判断すれば、現時点において相応であると考えていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料６－６－①－７） 
「教員学会参加計画」 
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（資料６－６－①－８） 
「学園安全講習会（防災訓練）」 

 
（出典：「旦月会報」平成２０年１２月 P.52）
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（資料６－６－①－９） 
「初任教員対象穴水学苑研修」 

（出典：「旦月会報」2009.9Ｐ.16）
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（資料６－６－①－１０） 
「ＫＩＴ総合アンケート報告書（ＫＩＴアイディアルに関して）」 

 

（出典：「ＫＩＴ総合アンケート報告書」平成２１年度 P.66）

（資料６－６－①－１１） 
「穴水研修における高専教員の指導」 

 
（出典：「旦月会報」平成２２年５月 P.40）
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（資料６－６－①－１２） 
「金沢高専における教育ＧＰ等取得状況」 

年度 件 対象年度

平成１９年度 1 １９年～２１年度

1 ２１年～２３年度

1 ２１年～２２年度

平成２１年度

名称
産学連携による実践型人材育成事業
「１６歳からの”将来の工場長”育成教育
プログラムの開発と実践」

大学教育・学生支援推進事業
〔テーマＡ］大学教育推進プログラム
「５年一貫の工学・英語協同学習とＦＤ活動」

大学教育・学生支援推進事業
〔テーマＢ］学生支援推進プログラム
「共同と共創によるキャリアデザイン教育」
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「夢考房職員研修」
平成年度 研修実施等件数 外部研修等研修 備考

17
電気取扱業務特別講習（平成17年3月）：1
フォークリフト技能講習（平成18年2月）：1

18 SD研修会：1回
普通救命講習Ⅱ　（平成18年8月2日）：15
アーク溶接特別講習（平成19年2月）：2
フォークリフト技能講習（平成18年8月）：1

19 SD研修会：1回
宇宙教育リーダー講習　(平成20年3月8日)：6
防火管理講習（平成19年6月）：1

20 SD研修会：1回

研削といしの取替え等の業務特別講習　(平成20年6月20日)：2
有機溶剤取扱主任資格：2
マシニングセンタ標準コース講習会（平成21年3月）：1
宇宙教育リーダー講習　(平成21年)：1

21
業務検討会：6回
SD研修会：1回

中型自動車免許：1
クレーム対応講習：1

22 クレーム対応講習：1

（資料６－６－①－１３） 

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料６－６－①－１４） 
「平成２１年度ＫＴＣ総合アンケート調査結果（学生の満足度）」 

 

（出典：「ＫＴＣ総合アンケート調査報告書」平成２１年度 P.13）



 

 - 173 -

 

 

                                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料６－６－①－１５）      
「ＦＤ活動結果の学会発表」 
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（出典：「日本工学教育」58,2P.40）


